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第 15回九州実業団
9人制バレーボール選手権大会

～ 10運覇～

第15回九州実業団9人制バレーボール選手権大会が

3月 9・ 10日 の2日間、宮崎県小林市で開催され、中部徳洲

会病院バレーボール部が出場し10連覇を達成しました。

初日は予選リーグの3試合を行い全勝で1位通過し決

勝トーナメントヘ進みました。10日 は各リーグの上位チー

ムとの対戦になり、力のあるチームとの対戦でしたが、1

回戦の宮崎市役所 (宮崎県)、 準決勝では大光自動車 (宮

崎県)を 2-0で破り決勝戦へ進みました。決勝戦は三好循

環器科 (大分県)で、外国人2人を擁し高さとパワーで攻

めてくる相手に対し、技術と戦術で攻める当チームの対

戦となりました。第1セットロ序盤はシーソーゲームになり

苦戦しましたが、当チームのアタッカーが相手ブロックを

上手くかわし、要所でサーブポイントも決まリセットを奪取。

続くセツトも、連続サーブポイントで相手にリズムを掴ませ

ず、優位に試合を運ぶことができ、2セットロも奪い2-0で

勝ち優勝することができました。
この大会を通して、1セ ットも奪われる事無く安定した

試合ができましたが、各個人では課題もあり、まだまだ練

習しレベルアップの必要があると感じました。高い目標を

持ち、これからも頑張つていきますので、今後とも宜しくお

願い致します。

―
― ―・ ―



ドクターカー訓|1練

ドフターカーは、平成 18年 7月 より沖縄市

と医療協定を結び当院からEI鰤や看護 B雨 を派

遣、現場ならの医療活重力行為 (処置や手技)を

行うことで、心師停止 (CPA)などなら社会復

帰を目指すことを目的にスター トしました。

ドフターカーの出動基準 ま、心肺停止・意識な

し(JCS 3 11)30歳 以上の胸痛・救出に時間を

要する場合・傷病者多数発生時 (ト リアージ)・

専門的な医療が必要な場合があり、毎月平均

して約20件出動 し6年半でこれまでに 1,300

件以上出動 しています。

平成 24年度がらは毎月沖縄市消防と ドフ

ターカー合同引練を実施 しています IJ、 救急

隊と連携 しながらの現場処置は勿論のこと、

あらゆる状況 こ対応できるようJ練を行って

I‐ ります。

2月 20日 沖縄市山内出張所 での 3‖練では、

いずれも ドフフーカーが先着の事案設定で2

症,Jを 行いました。1症り」目「『各上で60歳男性

が車にひなれ意識 dし J設定で、路上での後続

車安全確認 オイル漏れ等の危険確認。その他

傷病者の有無 傷病者へ接融 し状態観察 堅目椎

保持等 後続のII急ljへの詳細報告を行い、救

急車内収容後状態変化で′b肺蘇生まで引練 .

2症,J目「 10階建てオートロックマンシヨン9

階の室内で年齢不詳男性が喘息発作Jで、オー

トロツフマンシヨンこよる後続の救急lJ侵人

□確保、工しヘー9-が狭いため搬送器lj選

定の情報を報告等 傷病者の状態変化の報告し、

連携活動のための情報共有の3練を行いまし

た。

3‖練ではまだまだ救急隊との意思疎通や声

掛けなどさまざまな問題点 まありましたが、

3‖練を重ねることで顔の見える関係を築き信

頼関lFができ上71ばと思います.ド フターカ

ーを運用することで、地域の住民に安定 した

医療が提供できるようこれからも頑張りたい

と思います。



0
櫻
雑
た
揆
今
寺
と
逍
躙
オ

以
前
は

「
入
学
式
の
花
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ

っ
た

桜
で
す
が
、
猛
暑
の
せ

い
か
卒
業
人
の
こ
ろ
に
満
開
を

ユ
え
る
よ
う
に
な
り
、
東
京
で
も
お
彼
岸
前
に
咲

い
て

し
ま

っ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
さ
て
、
例
年
に
な
く

厳
し
く
寒

い
冬
を
経
験
し
た
今
年
の
桜
は
、
も
う
咲
き

揃

っ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
？

桜
が
薔
薇
料
と

い
う
の
は
、　
い
つ
だ

っ
た
か
聞

い
た

党
え
が
あ
り
ま
す
が
、
先
日
、
事
も
薔
薇
科
と
聞

い
て

鶯
き
ま
し
た
。
桜
も
薔
薇
も
暮
も
、
花
や
葉
の
構
造
を

見
れ
ば
、
簡
単
に
共
重
点
が
分
か
る
そ
う
で
す
ね
。

驚

い
た
と
い
え
ば
、
関
西
圏
に
育

っ
た
私
は
東
京
の

桜
餅
に
鶯
か
さ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は

「桜
餅
」
と

聞
く
と
ど
ち
ら
を
組
像
し
ま
す
か
？

向
品
の
長
命
寺

（児

。
東
京
都
塁
口
区
）
の
間
本
の

発
案
で
、
塁
堤

（隅
口
川
堤
）
の
桜
の
葉
を
塩
漬
け
に

し
て
餅
を
く
る
ん
で
売
り
虫
し
た
の
が
始
ま
り
と

い
う
、

ク
レ
ー
プ
の
よ
う
な
小
麦
粉
の
友
に
館
を
包
ん
だ
関
東

風
。
隅
口
川
堤
に
桜
を
植
え
た
の
は
時
の
将
軍
が
桜
を

愛
で
た
か
ら
と
も
、
花
見
客
に
堤
を
踏
み
日
め
さ
せ
る

護
岸
目
的
だ

っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

蒸
し
た
濡
を
千
し
て
粗
く
挽

い
た
壼
明
寺
粉
の
餅
に

館
を
詰
め
た
関
西
風
。
道
明
寺
粉
は
、
道
明
寺

（現

・

大
阪
府
藤
井
寺
市
）
で
作
ら
れ
た
端

（携
帯
用
保
存
公
）
。

党
寿
尼

（着
原
道
真
の
佑
母
）
が
太
宰
府
に
流
さ
れ
た

壺
真
に
手
向
け
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ
れ
を
交
べ
る
と

病
が
始
る
と
評
判
に
な

っ
た
と
む
来
託
に
あ
り
ま
す
。

桜
の
葉
は
塩
漬
け
さ
れ
て
糖
が
分
解
さ
れ
る
こ
と
で

ク
マ
リ
ン
と

い
う
芳
呑
成
分
が
■
成
さ
れ
ま
す
。
抗
菌

作
用
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
、
鎮
静
、
血
圧
低
下
、
二
曰

酔

い
防
止
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
公
べ
過
ぎ
る
と

理
に
身
体
に
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
尤
も
、
桜
の
葉
を

何
十
枚
も
奏
べ
る
人
は

い
な

い
で
し
ょ
う
が
。

「長
令
寺
の
桜
餅
」
は
関
東
を
十
た
に
東
北
地
方
の

太
平
洋
側
や
ム
合
の

一
部
に
も
、
「道
明
寺
の
桜
餅
」
は

近
装
を
十
た
に
西
日
本
、
北
陸
、
東
北
の
日
本
海
側
、

北
海
道
に
も
な
わ

っ
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。

粧
盤
か
漁
傲
か
ヽ
桜
の
葉
を
公
べ
る
か
会
べ
な
い
か
、

長
命
寺
と
壼
明
寺
の
ほ
か
に
も
桜
餅
に
は

い
ろ

い
ろ
と

流
儀
が
あ
る
よ
う
で
す
ね
。
そ
う

い
え
ば
、
「道
明
キ
の

粕
餅
」
を

い
た
だ

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
伺
う
と
、

京
都
の
和
菓
子
屋
さ
ん
で
し
た
。

長
命
寺
の
対
岸
を
歩
い
て
い
て
目
を
惹
か
れ
た
八
重
桜

東^
京
都
　
隅
田
公
国
／
平
成
２４
年
４
月
２
日
撮
影
）
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1出卒中を発症すると全身にさまざまな症状が現われます。なぜなら

脳が体全体をコントロールする司令塔の役割を担うためです。手脚や

体を動かす、人と会話する、見間きしたものを理解するなど、脳はさま

ざまな機能の中枢であるため、脳のどこで脳卒中が起きたかによって

起こる症状も異なります。脳卒中を発症したときに重要なのは、発症時

に現れる症状に早く気づき、すぐに治療を受けることです。症状は突然

起こるので、典型的な症状を覚え、症状が起きた場合はすぐに救急車

を呼びましょう。

脳卒中の腫頼
脳出血
(血管が破れ 脳梗塞

(血管にた,大態)

血程δ
詰まつ
た状態)

脳
卒
中
と
は

，―――‐１
●

¨
〓
―
‐
―
〓
”
一

‐
一　
一
●
■
＋

■
Ｆ

■

■
■
■
●
〓
　
　
一
　

で
す
。
脳

の
血
管
が
品
ま
る
ヽ
社

〓
、
脳

の
人

い
血
管
が
破
れ
て

脳

の
表
面
に
出
血
す
る
　

・
一　
　
　
　
、
脳

の
細

い
血

行
が
破
れ
て
脳

の
内
側
に
―――
血
す
る
　
　

一一̈
の
３

つ
の

タ
イ
プ
に
大
別
で
き
ま
す
。

脳

腫

塞

現
イー‥
脳
卒
中
の
７５
　
１
％

（脳
出
血
が
１７
　
８
％
、

く
も
膜
ド
出
血
が
６
　
８
％
　
脳
卒
中
デ
ー
タ
バ
ン
ク

２
０
０
９
）
を
占
め
て
お
り
、
平
成
２３
年
度
の
死
因
第

４
位
と
な

っ
て
い
る
の
が
脳
拠
牢
で
す
。
脳
の
中
に
は

血
管
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、
血
液
に
よ

っ
て
峨
素

や
栄
養
が
運
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
脳
の
ｌｉｌ
管
で
動
脈

便
化
が
進
む
と
、

１１１
行
の
内
腔
が
狭
く
な
り
、
そ
こ
に

血
栓
が
詰
ま
る
と
そ
の
先
の
血
行

へ
は
血
液
が
流
れ
な

く
な
り
ま
す
。
心
臓
で
出
来
た
血
栓
が
飛
び
、
血
行
を

詰
ま
ら
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
脳
の
血
管
に
血
栓
が

，
ｉｌｉ
ま
る
と
そ
の
先
に
は
血
液
が
流
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、

早
川
の
治
療
で
血
流
が
再
開
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
の
脳

の
機
能
が
回
復
し
、
後
選
症
が
残
ら
ず
に
済
む
可
能
性

が
高
く
な
り
ま
す
．

脳
使
来
の
治
療
の
中
心
は
■
に
血
栓
溶
解
楽
を
用

い

た
共
物
療
法
で
す
。
近
年
は
　
　
と
い
う
薬
が
使
わ
れ

<t膜下出血

(血管に出来た層が破れた

'大

態)

頭痛

5つの症状

いつもと|まちがう激ししヽ

頭痛やハンマーで殴られ
たような砒 頭ヽ痛。

マしやしびれ

体の左右どちらが片佃]

に運動マしやしひれが

宍然起きal、 物を角コ

つた感じが鈍る。

目の症状

片佃Jの日の視力が急
に失われたり、もの
が二重に見える、視
野の半分が欠ける。

バランス障害 言葉の症状

力まあるのに立でなしヽ、   ろれつガ回らず、言葉が
歩けない、フラフラする。  出てこながつたll、 相手

の言葉が理解できなしヽ。
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治療j古

脳便塞

●t PA(血 lt2溶解薬)

スにより血総を急速に溶がして血流を再開させる。

●血栓除ム術
カテーテ′しを通し 血栓をからめ取り除まする。

●t―PA以外の熱による治療
脳を保護する凛マ血液の凝固をln制する察を用いる。

くt膜下出血

●手術
再破裂を防くために血圧を厳重に管理し、手術。

開頭クリッヒングlll   コイ′旧 総術

i射蜀

脳出血

ξ岳,:息日番ヵテーテん
にてきる

●内科的治療
再出血が爬こらないように血圧の管理を中配 治僚
を続け 経過を観察.

血圧、含倍症、脳浮腫の管理

痙攣の抑制

●手術
血腫が広がつた場合に検討される。

定位的血腫吸弓術

F48頭血腫除去術

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
副
作
用
と
し
て
出
血
を
招

き
ま
す
の
で
、
安
全
な
治
療
の
た
め
に
い
く

つ
か
の
条

件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一も
＞
を
使
用
で
き
る
条
件

発
症
か
ら
４
時
間
半
以
内
で
あ
る
こ
と

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

一
●
‐■
「
芹

皿
ｉ
■

‐
　

●
・
と
い
い
ま
す
。
放

っ
て
お
く
と
数
力
月
以
内

に
約
２０
％
の
人
が
脳
梗
家
を
発
症
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
気
に
な
る
症
状
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
す
ぐ
に
神
経

内
科
な
ど
の
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
下
さ
い
。

く
も
膜
下
出
血

く
も
膜
下
出
血
と
は
、
脳
の
表
面
に
あ
る
ｌｉｌ
管
の
枝

分
か
れ
し
た
部
分
の
血
管
の
壁
が
、
血
流
の
圧
力
を
受

け
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
み
、
脳

動
脈
瘤
と
い
う
瘤
が
で
き
、
そ
の
瘤
が
破
れ
て
脳
を
包

ん
で
い
る
く
も
膜
の
下
に
―――
血
が
広
が

っ
た
状
態
を
さ

し
ま
す
。

治
瞭
の
際
に
最
も
重
要
な
の
は
璃
の
再
破
裂
を
防
ぐ

２
週
間
以
内
に
大
き
な
手
術
を
受
け
て
い
な
い

過
去
に
脳
出
血
を
起
こ
し
て
い
な
い

脳
の
変
化
が
広
範
囲
に
渡

っ
て
い
な
い
　
な
ど

も̈
，

が
使
用
で
き
な
い
場
合
は
カ
テ
ー
テ
ル
を
使
用
し

た
――Ｉ
Ｆ
」除
■
■
と
い
う
治
療
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

脳
梗
基
は
再
発
し
や
す

い
病
気
で
す
。
治
療
後
は
再
発

予
防
の
た
め
に
生
江
楽
を
の
み
続
け
、
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
脳
拠
人
に
似
た
症
状
が
２．‐
時
間
以
内
に
消
失
す

頭壼骨3開けた
小さな7ιがら血

睡を吸らする

今日の急t。なろI]請 [ミこ多]

血燈  血管や,L臓の中に出来た血の塊.血管が傷働いたとき1馴第豆するがさふたのようなもの̀

たたし血ガトロトロの場0,容けすに残り 血管を塞く原因 Llaることがあります

血腫 出血により血管外がら臓器なとに

'鰍
た血液ガ固まり 滞留した状態

ltl,7腫  脳III塞により脳内に水分や栄鷲が

'帯

留し 脳が腫れた】大態 詞南マ]F吐を弓き起こし あまり大

きくなると日回の脳組胞を|12煉することがあり 意識障害や呼l及日常を招さます
.

ｔ
春

こ
と
で
す
。
く
も
膜
下

出
血
が
疑
わ
れ
た
場
合
、

Ｃ
Ｔ
検
全
が
行
な
わ
れ

ま
す
。
破
れ
た
痛
は
か

さ
ぶ
た
が
で
き
る
よ
う

に
固
ま
る
た
め
、
出
１１１

は
止
ま
り
ま
す
が
、
非

常
に
破
れ
や
す
い
状
態

で
す
。
再
度
、
璃
が
破

れ
て
再
出
血
を
起
こ
す

と
命
を
落
と
す
危
険
性

が
高
ま
る
た
め
、
Ｃ
Ｔ

検
企
で
く
も
膜
下
出
血

が
確
認
さ
れ
た
ら
、
瘤

の
打
破
裂
を
防
ぐ
た
め

に
血
圧
を
厳
■
に
管
理

し
ま
す
。
ま
た
、
強
い

痛
み
が
起
こ
る
た
め
、

痛
み
を
鎮
め
る
治
療
も

行
な
わ
れ
ま
す
。
脳
血

管
カ
テ
ー
テ
ル
検
杢
に

よ
り
、
痛
の
正
確
な
位

置
や
状
態
を
確
認
し
た

Ｌ
で
手
術
法
が
検
討
さ

れ
ま
す
。
手
術
法
は
■

6



脳 卒 中
】つつ1'■ 00'1'■ つつつ]|つ 〕]

今 月 の構 集

1プ ハしリテ ーシコンの流れ

悪性期

(発症～約 1ケロ)

拘縮なとの廃円症

候群マ床すれ 誤
臓性肺炎等を防<

八院した医療機関
て治療と平行して

なるへ<早くがら

胎められます。

回復期

(1ケ ロ～6ケロ以内)

マヒした筋力の回

復に加え 在宅復

帰を目指す.

∠吾な場6、 リハ
ヒリテーシヨン専
門の医療機関に転
院し、日常動作を
行なうための計‖練
を行ないます。

維持期

(6ケ ロ～ )

社会復1吊を目指し、
回復した筋力や牌

能を維持する .

自宅に戻り、社会
復帰や生活の官定、
生活の質の向上を

目指して行ないま

す。

拘縮とは

関節を動がさなしヽている

ことによつて関節の動く

範回が狭くなり 関節が

動がなくなること.

※あくまで目害であ tl、 症状や年歯0なとにより個人差があります。

に
２
種
類
で
、

レ
　ヽ
　
　
　
　
　
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
の
手
術
を
受
け
た
場
合
で

も
、
術
後
に
脳
の
血
管
が
収
縮
し
て

血
流
が
想
く
な
り
、
■
度
の
脳
梗
宋

を
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
た
め
、　
．

で
す
。
後
過
症
の
社

度
な
ど
も
術
後
２
週
間
以
後
で
な
い

と
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
く
も
膜
ド

出
血
で
と
く
に
注
意
が
必
要
な
人

は
、
高
血
圧
や
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
の

生
活
習
慣
が
あ
る
人
に
加
え
て
、
く

も
膜
下
出
血
を
起
こ
し
た
こ
と
の
あ

る
家
族
が
い
る
場
合
や
、
脳
ド
ッ
ク

で
米
破
裂
脳
動
脈
璃
が
見
つ
か

っ
た

人
で
す
．
当
て
は
ま
る
場
合
は
特
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

脳

出

血

脳
出
血
は
■
に
、
脳
の
中
の
細
い

血
管
が
血
流
の
圧
力
に
よ

っ
て
も
ろ

く
な
り
、
破
れ
る
た
め
に
起
き
ま
す
。

長
年
の
高
血
圧
が
影
糾
す
る
こ
と
も

多
い
で
す
。

脳
出
血
の
治
療
で
は
出
血
を
正
め
、
血
＝
が
広
が
ら

な
い
よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―――
血
自
体
は
多

く
の
場
合
早
期
に
自
然
に
止
ま
り
ま
す
が
　
ま
れ
に
再

―――
血
が
起
き
る
の
で
、
再
出

１１１
を
防
ぐ
内
科
的
な
治
療

を
行
な
い
、
経
過
を
観
察
し
ま
す
。
大
切
な
の
は
血
圧

を
管
理
す
る
こ
と
で
、
合
併
症
や
全
身
状
態
の
管
理
、

脳
浮
腫
や
全
身
の
痙
攣
を
抑
え
る
治
療
も
行
な
わ
れ
ま

す
。
Ｃ
Ｔ
検
杢
で
血
肛
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は

そ
れ
を
取
り
除
く
手
術
と
し
て
　
　
　
　
一　
　
　
ゃ

・　
　
　
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

リ
ハ
じ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
卒
中
を
起
こ
し
た
場
合
、
で
き
る
だ
け
り
く
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
始
め
た
方
が
手
足
な
ど
の
機
能
が

回
復
し
や
す

い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
、
で

き
る
範
囲
で
い
い
の
で
、
継
続
し
て
行
な

っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
現
在
、
地
域
全
体
で
脳
■
中
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
体
制
が
少
し
ず

つ
―――
来
て

き
ま
し
た
。
地
域
包
折
セ
ン
タ
ー
に
＝
い
合
わ
せ
た
り
、

ケ
ア
マ
不
―
ジ
ャ
ー
に
相
談
す
る
と
良
い
で
し
ょ
つヽ
。

脳
卒
中
は
生
活
習
慣
や
生
活
習
慣
病
と
か
か
わ
り
の

深
い
病
気
で
す
。
肥
満
、
喫
煙
、
ｌ
Ｈ
ｌ
合
以
１１
の
過

度
の
飲
酒
と
い
っ
た
悪
い
生
活
習
慣
が
積
み
重
な
る
と
、

脳
■
中
を
起
こ
す
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
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訃 顆 k
人に千伝ってもらうようにし、 に交代し圧迫を椛轟

=rir.
心停止とは心臓力i止 まってし

まった状態です。 lx4は ,さ臓が‖■

まると15秒以 内で意識がなくな

り、その状態が3～4分以上続 く

と回復が体難になります。日本

では毎年約5万 人が′きFlt突 然死

でなくなっていますが、一■,市

民かAEDを 使用する
`:投

命卒 |ま

約2倍高よりよす もしものた

めに′き川,蘇生法を身につけてお

きましょう。

1 安全確認

二次災害を防ぐために (助 けに

向かって交.Tl事故に遭 うなど)

用IIの安全を確認する。

2、 意識の確認

肩を‖りきながら耳元で大文夫で

すかと呼びかける。

3、 応援を呼ふ

119番 に通報する。携帯電話か

らかける場合は場所をiF“ :に 伝

え、どうしたらいいかというア

ドバイスが得られたらすぐに実

rtし ましょう。なるべ くPlり の

太:D'法シ』ルを存暮うえ

`L手

』縫,F百りこ三品 ギヽ
'

めの機器)を探して持ってきて ヨ1練を受けていない場合は行な

もらうよう手酉こしましょう。突 わなくてよいです。人¬:1乎吸が

然[1■ て■`ら電気シ |ン クが1 出来る場合は胸■圧迫30回 に人

分遅 ¬るこ とに政命率 は約 工呼吸2口|の 削1み 合わせで行な

10%す つ下か ]て いきます   って ドさい。

4、 呼吸の確言忍        8、 AEDに よる除子田動

10秒以内で胸と1,部の動きをみ AEDが至1着 したら電源を人れ

て規則的で正常な呼IF4を してい て使用してください。フタを開

るかを確認します。119番 のll けると自動で電源が入るものも

手に状態を伝えて判断してもら あります。体が濡れていたら拭

ってもよいでしょう。しゃっく き取り、貼り薬がllっ てあれば

りをあげるようなゆっくりした はがして薬剤をl.tき ます。それ

不規貝1な 呼吸 眈 線期呼吸)の  以外の手l llは AEDが音声ガイ

場合は「(普段通 りの)呼吸ナ ダンスで教えてくれます。公共

シJと 判断します。      の場にあるAEDは一般の人で

5、 心臓マッサージ       も使えるように操作を自llJ化 し

乳頭と乳頭を結んだ真ん中を手 ており、電気ショックが必要で

のひらを重ねて圧迫 します。 あるかも自動的に判附iし てくれ

100L1/分 以 L、 深さ5cm以上  ます。心停止てない場合もll骨

(成 人)が H安 ですが、継続で F迫 をt′ てしま■でも支障はあ

きる範」でJrく 、と考えて下さ り
=け

ん 何よりも人命救助を

い。l14れ るので1～ 2分間をめど 優先させることが大LJです。

薬は一般の商品や食品と違い

人の命に直接かかわるものです。

わが国では薬は「医薬品Jと し

て薬事法という法律で定義され

規制さllて います。薬局で「医

薬品」と四角い日い付きで表示

されてしヽるものが、薬事法で効

能効果が認められている医薬品

です。医薬品は有効性や安全性

の確保のために原料や製造方法、

の2ヽだ身?ぐ可百ア

あらためて、薬つてなんだろう? 嘔ア

‐‐

1'

ラベルヘの表示内容や広告の表

現まできめ細かく規制さllてお

り 薬の役割はおもに病気の診

断 原因の排除、症状の緩和、

予防が挙げられ 有効性はこll

らに対する効果が評価さllてい

ます。

また医薬品は医療用医薬品と

一般用医薬品 (OTC薬 )に分け

らll、 前者は原則として医師

歯科医師の診断に基づく処方箋

が必要で 調斉J薬局において薬

剤師から購入できます。後者は

原則として薬局や ドラッグス ト

アにおいて薬剤師等の専門家の

助言を得て 自らの判断で購入

可能tJものとなつています。

薬は本来人間に備わつている

自然治癒力をサポー トする役割

を担つています。

自然治癒力を普段から高めて

いくためには十分な睡眠、食事

運動が大切です。

8



フ

″
ヽ
．

つ́

1人あたり

そら豆は塩ゆでし、薄皮をむ

く。

むきえびは、塩水できつと洗

つ。

鍋に鶏からスープの素、カッ

プ 3/4の水を入れて煮立て、

◆の調味料を加え、 を加え

る。えびの色が変わつたら

かたくり粉を倍量の水で溶い

て加え、とろみをつける。

砲
~

そら とむきえびの
‐

“

ヽ

とろみ煮
1111 1■ ,ヽ11

そら豆 (さやを除く)

…      160g
むきえび …… …  40g
鶏がらスープの素

―  小さじ 1プ4

0[塩  しょうゆ

各小さじ 1/6

砂糖 小さじ 1]

かたくり粉

大さじ ]/2

調
/脇 濃戻泉化物とタンパク質ですが ビタミンやミネラルも豊富て 特

〕蹴語就録省循詳繁1■く』 賓慎r■T票]案〕、靭菖書な
〕為昆冒樋堪ぶ冤君『握繕香募昌

'lゝ

レf;:″紹層″ξ『ξξξ縮[ξ:ιょぅ。
〕量獣ふ増::[ξ僧鷲量犀曇tこど量ξξ]房L董[ζ「

ついて食
搬

ムーンタロント|● 璃`子☆はラッキーアイテム
☆はラッキーデー

今月の璃子先生のことば

薇 誉派[

瘍 讐帳[

薇 醤帳不

笏 醤‖⑬

薇 醤憬[

薇 醤憬[

2人で同じ景色をlllめ ましょう。

そろそろ解決しそうです.

桜が舞うように心が軽くなります。

☆丸いもの ☆ 4月 8日

あなたの優しさが必要な時.

いい知らせが舞い込みます。

短気を起こさすに実顔を心わ¬ナて.

☆温泉 ☆ 4月 3日

目に見えない絆を信して.

衝動買いの誘惑に注意.

少々の困難は乗り越えられるとき。
☆鳥の声 ☆ 4月 7日

諦めなければ光が射します。
もう少しの辛抱です。

幸運の扉を開ける準備が整う月.

☆音楽 ☆ 4月 20日

時間が必要な時かも知れません。

自分の為にお金を使つてもいい時。

自分自身の癒しの時間を大切にして。
☆新緑 ☆ 4月 21日

受け身で静わ」こ待ちましょう。
注いだものはいつか実になります.

心配しないで 想いは報わllま すよ.

☆海の写真 ☆ 4月 26日

瘍  :{[

り ]派言

瘍 醤憬[

瘍 誉‖[

笏 嘗帳[

笏

一緒に新しいことを始めると吉。

喜び事の出費が増えるとき。
人は人.自分らしさを大切にして。

☆習いこと ☆ 4月 10日

大切な人は近くにいます.

甘い話には注意しましょう.

もうすぐ穏やかな日々が訪れます.

★散歩 ★ 4月 14日

感.llの 気持ちを言葉にして。

見栄を張りすぎないように。

伝統やしきたりを大切にすれば吉.

☆手紙 ☆ 4月 4日

大切な人と過こす時間が増えそう。
大きな出費は今月迄で終わります。
長く抱えていた問題が3PI決 します。

☆手料理 ★ 4月 9日

不平不満は胸の中に留めましょう。

月末にはとでも良い二]―スが

頑張つてきたことが形になります。
☆握手 ☆ 4月 27日

【自然界に命が息吹く4月 です。身体にやさしいエネルギーを取り入れましょう。】

LOVE運 もっと自分に自信を持つて。
金 運 他者と比較しなしV面値観が大事。
全イ本運 矢]恵を働かせて きつとうまくいきます.

☆手続 ☆4月 2日



ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
を
初
め
て
迎
え
る
場
合
、
誰
で
も
戸

惑
う
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
も
の
で
す
。
お
互

い
に
よ
り
よ
い
介
護
の
環
境
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
も
、

上
手
な
つ
き
あ
い
方
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ホ
ー

ム

ヘ
、
ル
ハ
ー

の
仕
事

っ
て
？

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
対
象
は
要
介

護
者
の
方
の
み
で
、
内
容
に
よ
っ
て
は
サ
ー
ビ
ス
に
含
ま

れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
の
仕
事
と

は
ど
ん
な
仕
事
を
さ
す
の
か
か
ら
み
て
い
き
ま
し
よ
う
。

介
護
認
定
後
の
要
介
護
度
に
よ
っ
て
派
遣
の
回
数
や
時

間
数
が
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

こ
う
し
て
お
く
と
も

っ
と
円
滑

に
１

「Ｆ
に
口
■
　
　
　
　
　
　
　
　
一一■
‐

を
明
確
に
伝

え
ま
し
よ
う
。
認
知
な
ど
の
状
態
や
性
格
、
生
活
習
慣
も

伝
え
て
お
く
と
良
い
で
す
。
ま
た
好
き
な
食
べ
物
や
趣
味

vol.1

掃
除
や
食
事
の
準
備
を
す
る
に
は
道
具
や
食
材
な
ど
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に

，
―
ビ
ス
を
受
け
る
た
め

に
、
分
か
り
や
す
い
場
所
に
置
き
、
で
き
れ
ば
引
き
出
し

に
ラ
ベ
ル
を
貼
る
な
ど
す
る
と
良
い
で
し
よ
う
。

終
了
間
際
に
頼
む
と
時
間
内
に
終
わ
ら
ず
、
延
長
料
金
が

必
要
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

を
伝
え
て
も
良
い
て
し
よ
う
。
そ
の
ほ
か
触
っ
て
欲
し
く

な
い
も
の

（大
切
な
食
器
な
ど
の
調
度
品
や
美
術
品
　
楽

器
な
ど
こ
わ
れ
や
す
い
も
の
は
特
に
）
や
、
本
人
が
苦
手

な
話
題
な
ど
も
、
は
じ
め
に
伝
達
し
て
お
く
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
と
い
う
場
合
は
事
業
所
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

相
性
が
合
う
合
わ
な
い
が
あ
る
の
は
当
た
り
前
で
す
。
気

持
ち
よ
い
介
護
を
行
な
う
た
め
に
は
我
慢
せ
ず
に
事
業
所

か
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

（庭
や
植
木
の
手
入
れ
や
掃
除
　
自
家
用
車
の
洗
車
や
床
の

ワ
ッ
ク
ス
が
け
な
ど
）

（お
せ
ち
づ
く
り
な
ど
の
行
事
の
こ
と
や
大
掃
除
　
家
具
や

家
電
の
修
繕
や
移
動
な
ど
）

（銀
行
の
用
事
、
家
の
鍵
を
預
け
る
な
ど
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
バ
ー
と
の

付
き
合
い
方

頼
め
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
対
象
は
あ
く
ま
で
要
介
護
者
の
方
の

み
で
す
。

（家
族
の
分
の
家
事
、
来
客
の
対
応
、
本
人
が
い
な
い
と
き

の
家
事
、
ペ
ッ
ト
の
世
話
や
散
歩
な
ど
）

（カ
ミ
ソ
リ
で
顔
を
そ
る
、
傷
の
手
当
な
ど
は
、
看
護
師
に

頼
む
）

ヽ

［ヽ

0 ^
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年を取ると運動不足になったり、寝ている

時間が多くなったりしがちです。そこで、床

ずれの予防や心身のリラックスのためにも、

マッサージを施すことをお勧めします。

マッサージは、血液の循環をよくして新陳

代謝を促 しますので、栄養の補給にも筋肉の

衰え防止にも、効果があります。

マッサージの基本

マツサージを施す前に、汗などを拭き取る。

介護者も手を拭いて清潔にし、クリームをつけて

手を温めておく。

どの部分をマツサージする場合でも、心臓に遠い

方から、心臓の方に向かつて行なうのが原貝」。

力を入れすぎないように注意。優しく滑らかにを

常に心がける。

「 さする」で始めて「さする」で終わる。

手と腕のマッサージ

1

肩こりや、体がだるくて眠れないときは、指先から肩に向かつてゆつくり

さすることで、肩こりを和らげ、気分をゆつたりさせる効果があります。

１

２

　
３

指先から手首、腕の方へ 0さ臓に遠い方から、心臓の方へ)さすつていく。

手首から腕、肩へと、大きくさする。

掌で骨を掴むような気持ちで、手首から肘、肘から肩へとマツサージする。

イラスト:松平 あすか
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Ｊ

Ｊ
廿

卜

∫
　

Ｆヽ

建

康

診

断

も

受

け

よ

う

Ｉ

近
年
ま
す
よ
丁
増
え
て

い
る
生
活
習
慣

病
を
は
じ
め
　
初
期
に
は
ほ
と
ん
と
日
党

症
状
を
感
じ
る
こ
と
の
な

い
さ
ま
ざ
■
な

病
気
を
早
期
に
発
■
す
る
に
は
　
定
期
的

に
健
康
診
断
を
受
け
る
こ
Ｌ
か
ま
す
第

一

で
す
　
■
に
自
分

の
健
康
状
態
を
正
確
に

把
掃
す
る
よ
う
、
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

と
は
い
え
、
会
社
勤
め
の
人
は
職
場
で
、

学
生
で
し
た
ら
学
校
で
、
定
期
的
に
健
康

診
断
を
受
け
る
こ
と
が
―――
来
ま
す
が
、
例

え
ば
白
■
業
の
人
や
０
業
卜
婦
、
派
遣
や

パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
、
■
職

の
人
な
ど
は
、

自
発
的
に
行
動
し
な
け
れ
ば
健
康
診
断
を

受
け
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
．

地
域
の
自
治
体
が
実
施
す
る
健
康
診
断

で
は
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
オ
集
か
柊

わ

っ
て
い
た
り
、
同
社
的
な
――――
題
な
ど
も

あ

っ
て
、
う
ま
く
タ
イ
ミ
ン
グ
が

つ
か
わ

健
康
診
断

受
け
て
い
ま
す
ガ
？

０
翁
０
健
康
壮
態
も

常
に
、
こ
確
に
、
把
握
し
ま
し
よ
う

な

い
こ
と
も
多

い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
最
寄
り
の

保
健
セ
ン
タ
ー
や
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
、

市
区
町
村
の
担
当
課
に
、
ま
す
――――

い
合
わ

せ
て
み
ま
し
ょ
う
。
思

い
，

っ
た
と
き
に

積
極
的
に
行
動
し
て
、
受
診
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

健
康
診
断
に
は
、
特
定

の
疾
■

の
―ｌｔ
川

発
見
を
＝
的
に
行
な
わ
れ
る
も

の

（例
え

ば
胃
が
ん
検
診
や
大
腸
か
ん
検
診
な
ど
）

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
さ
し
あ
た

っ
て

特
に
こ
れ
と

い
っ
た
共
■
が
な

い
場
合
に

は
、
地
域
の
自
治
体
で
行
な
わ
れ
る
定
期

健
康
診
断

の
ほ
か
に
も
　
各
医
療
機
関
で

健
康
診
断
や
成
人
病
検
診
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す

の
で
、

絆
〓
ｔ
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
何
ら
か
の
自
党
壮
状
が
あ
る
場
合

に
は
　
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し
て

ド
ヽ
ヽ
い

あ
な
た
は
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
か
？

病
気
を
予
防
あ
る
い
は
早
期
発
見
す
る
た
め
に
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
第

一
で
す
。
「
い
ま
は
何
も
症
状
が
な
い
か
ら
、

私
は
大
丈
夫
」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に

進
行
し
て
、
生
命
に
か
か
わ
る
病
気
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
気
が
つ
い
た

と
き
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
定
期
的
に

健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

健康診断も最ttこ 0翁0建康lf態も正確〔8知ろう JJ

定其n碑諄 もoし さ れど、碑鳳副f態も手 ェⅢ′わ

定期的に、 1年に 1度は健康診断を受けましょう。

職場や住んている地域の自治体が行なつている健康診断は、無料、あるいは少額の

負担で、基本的な検査を受けることができます。ただしその実施方法や検査項目は

各自治体によつて異なります。いつどこで受けることが出来るか、ますは地元の保
健センターや市区町村の担当課に問い合わせてみましよう。

各医療機関に申し込めば、成人病検診やがん検診、人間ドックなどを受けることが

出来ます。健康診断には保険が効かないため、職場や自治体で受診するより費用が

かかりますので、あらかじめ確認しておくようにしましょう。

オ8Zttif,iの 強 :言i

検査前に渡された注意書をよく読んで、そのra示を守り

ましょう。飲食や睡眠などの注意を守らないと、正しい

検査結果が得られない場合があります。

18査艦黒が出たら

検査結果が出たら各項目を基準値と比較して、自分の健
康状態を把握しましょう。分からないことや改善の方法
は、医師に質問しましょう。

嘔 編密橋査Jこ 判定 された ら

この段階では、まだ病気があると判断されたわけではあ
りません。より詳しい検査を受けて、本当に病気がある
かどうかを確認しましょう。そのために健康診断を受け
たのですから。
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■ シ ■ シ 絆 >
碑康診断0精査項0と縮督0詢 (縮査部口 OFll

既往歴、業務歴、喫煙歴、服薬歴などの調査

自覚症状、他覚症状の検査

―

便潜血反応―一 大腸

¨ 喀痰細胞診――肺癌

●ln Jり[瀑● 安静時心電図― 心臓

子宮頚部細胞診
――――一一―― 一 直

1巴満・痩せ具合
(メタボリック症候群など)

身長 体重 BM! 腹口

胃部 胸部
心電図

…
屎星
腹ロ

員:褥儒削m)
天[5晋ξ勇蘇τIIIコ 糖代謝(糖尿病)

LDLコ レステロー

'しHDLコ レステロール

総コレステロール

中性脂肪

脂質代謝 (高脂血症)

―尿酸代謝 (痛風)

――食道 胃 十二指腸

―大腸

―肝臓 胆嚢 膵臓 腎臓・諄臓

女性のみ
宇L癌 子宮癌検診

GOT(AST)

懲岬   [I露

…
霞籠
白――――

雇鵞蔀
ほか

食道
ェックス線酸

か
尿
ほ

一肺など
尿検査

尿蛋自

代謝
尿糖

"▲“

口と●コ :市

'舌

量ほか―― 肺機能

一日

学L房の視触診 マンモグラフイー 学臨 男性のみ
前立腺検査

大腸
便潜血

直腸指診
骨量測定

「基準値」内なら安心?

健康診断で根1定 された数値は、各項目の基準

値と比較して事後の指導や治療に41か されます。

基準値とは、既往歴や現病歴がなく、検査値に

影響するほどの肥満者や飲酒者などを除外した

人の検杏を行ない、その検杢値の上下各25%を

除いた残りの95%の人が示した値の範囲です。

つまり健常者でも5%の人は基準値外になり、

また検査の方法や個人の体質、さらに検査時の

体調によつても値が変わつてくる可能性があり

かかりつけ医を

持って、毎年定り明

1,に ll・康診断を受

けることをお勧め

します。

視力 聴力

血液一般
赤血球数 血色素量 ヘマトクリットきか

代謝
空腹時血糖 ヘモグロビンAlc

血圧

月干帯発肯ヒ
00T CPT 7‐GTP

脂質
LDL HDLコ レステロール

中性脂肪

子宮頚癌
腸 前立腺

骨密度

ますので、「基準lLH内 は健康、基準値外は異常J

と、lt純に決めつけられるものではありません。

そこで、より正確な判断を求めたいときには、

同 の健診機関を受診し続けて、体調を整えて

検診に臨み、過去数年「・0の 自分の検査値と比較

して判定してもらうことが重要となります。

検査値
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い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
！

当
院
で
は
毎
年
年
に
２
回
、
自
主
防
災

訓
練
と
沖
縄
市
消
防
合
同
で
消
防
訓
練
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

２
月
２‐
日
に
行
い
ま
し
た
今
回
の
訓
練

は
消
防
と
の
合
同
訓
練
で
、
火
災
発
生
に

よ
る
避
難
か
ら
実
際
に
消
火
器
使
用
し
た

消
火
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
職

員
は
慣
れ
な
い
消
火
活
動
や
患
者
誘
導
に

戸
惑
い
な
が
ら
も
真
剣
に
取
り
組
み
、
日

頃
か
ら
の
火
災
に
対
応
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
た
。

…颯

"

病
院
は
日
頃
か
ら
命
を
頂
か
る
施
設
で

す
。
患
者
さ
ま
の
安
全
確
保
を
第

一
と
考

え
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
職
員
の
安

全
も
確
保
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
災
害
時
に
病
院
は
救
援
活
動
の
拠
点
と

な
り
、
け
が
人
や
病
気
の
方
を
救
助
す
る

機
能
も
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
今
回
の
訓
練
で
再
認
識
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
火
災
を
想
定
し
て
行

っ

た
の
で
す
が
、　
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
の
防

災
の
意
識
を
高
め
、
災
害
が
発
生
し
た
場

合
の
機
能
や
役
割
を
考
え
る
非
常
に
意
義

あ
る
訓
練
に
な
り
ま
し
た
。



書3署紹介コー十一

【耳鼻咽喉科外来】

`ニ ー

tう 〆

2月 17日 (日 )に 中頭地区で第21回おきなわマラソンが行わ

きるよう参加協力して行きたいと悪t｀ ます。

器に鼈 舗棚 喝鰤

但しネmtげ呈[ォ駅攣 ]讐 1驚:業さぃ.

‐
あきなわマラソンに救護班として参加
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MY DAILY MEM0
体温、血圧 迫院日、

お業などのメモに

|  _活用下さιL

タマネギを調理するとき ◆◆◆

仏
減

タマネギを切ると、涙が出て

困つてしまいます。ニンニクや

ニラ、ネギを切るときも、そう

ですね。これは、タマネギなど

に含まれる硼 ヒアリルというイ

オウ化合物のせいです。

実は、|~化アリルは免疫力を

高めてがんの発生を抑制するほ

か、血液をさらさらにして血栓

を予防する、悪玉コレステロー

ルを減らすtJどの効果があり、

動脈硬化、心筋梗塞、脳梗塞の

予防にも有効です。また、ビタ

ミンBlと一緒に摂ることで新

陳代謝が活発になり、疲労回復

に役立ちます。

しかし独特の刺激臭があつて

揮発性が強く、常温でも気体に

なって拡散してしまいます。

ゴーグルを力Чサて調理すると

いうのも考えものですね。事前

に電子レンジで加熱すると涙は

出ませんが、味が変わつてしま

しヽます。そこで切る前に 1時間

ほど冷蔵庫で冷やしておくと、

硫化アリルの揮発を抑えること

ができます。

タマネギを切ると涙が出るの

は、空気中に拡散した硫化アリ

ルが鼻から進入して粘膜を刺激

することで、神経から「洗い流

せJという信号が発せられるか

らです。そこで、マスクなどで

鼻を防御すると効果があるよう

です。ぜひ試してみて下さい。
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